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アンケート結果、今後の改善、その他特記事項（授業方法の工夫等）についての総評 
 
一昨年度、2015 年度春学期の授業アンケート結果を踏まえ、Q4「授業時間外の学

習に 1 週あたりどれくらいの時間を費やしましたか。」について、引き続きグループ発

表の準備としての話し合い、レジュメ作成、作品制作、学校や幼稚園・保育所等での

子どもとの関わりなども授業時間外学習に含めるよう、アンケートの回答の実施時に

説明するように心掛けた結果、今回の結果も 0.86 と、全学平均の 0.67 を有意に上回

る昨年度とほぼ同程度の授業外学習時間を確保することができた。 

Q6「授業レベルは自分に合っていたか」の 3.28 を除いて、これ以外の 8 項目にお

いては、全学平均と同等もしくは上回る結果となっている。Q6 については点数が高け

れば高いほど良いかというわけではないため、比較が難しい。 

昨年度と比較した場合、減少幅は微少であり、誤差範囲と考えほぼ同等と考えるの

が妥当であろう。 

 Q10 の DWCLA10 については、思考力・プレゼンテーション力の 2 項目が昨年度よ

り低下したものの、10 項目すべてにおいて全学平均を上回っている。特に、創造力と

思いやる力に関しては、昨年度より今年度は上回る結果となっている。 

 このように、今年度の授業アンケートの結果は、Q6 のような質問項目上の問題もあ

るがおおむね良好であった。今後は個々の教員の研鑽と努力によってさらに授業のレ

ベルを上げ、アクティブラーニングの推進と合わせて学力を向上させていくために、

学科としては教員に FD 意識の向上を促し、FD 研鑽のための環境を整えるのによりい

っそうの工夫が求められている。 
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